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ぶどうの大粒、無核品種育成の
ための高次倍数体化技術

果樹 育種

分類 ③

ユ．成果の内容

１)技術、情報の内容及び特徴

試験管内のコルヒチン処理によるぶどうの高次倍数体育成法を確立し、

大粒、無核品種育成への活用が可能になった。

（１）ＭＳ基本培地で増殖する際のＢＡ濃度を２～３腰Ｍに下げて育成した

処理材料の蔽芽を０．０５％のコルヒチンで２～３日間処理すると、染色体

倍加効果が高い。

（２）２倍体と４倍体の交配で得られた３倍体実生個体からは完全な６倍体

が得られるが、４倍体の巨焔･から完全な８倍体を得ることはできない。

（３）完全な６倍体の根は太く、伸長量が少ないので、順化が困離である。

（４）３倍体実生系統及び巨峰のコルヒチン処理では、高頻度で染色体キメ

ラが得られ、染色体調査から周縁キメラと思われる個体の選抜が可能で

ある。周縁キメラ個体は、根を形成する第３層が３倍体または４倍体の

ままの個体があり、これらは発根が容易で、圃場に定植することができ

る。

2)技術、情報の適用効果

高次倍数体の６倍体や８倍体の品種の栽培性は極めて低いことが明ら

かになった。

人為的に作出した４倍体を母本とすれば多犠な３倍体を育成すること

ができ、これを元に多椴な６倍体の作出が可能である。さらに６倍体を

育種母材とした５倍体の無核品種育成が可能になった。

3)適用範囲

国、県、民間等のぶどう育種場所

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

人為的に育成した４倍体を母本とした３倍体からの６倍体作出
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2．具体的データ

表１高次倍数体化に及ぼすコルヒチン処理期間と増殖培地中のＢＡ濃度の影響
（昭和６２年～平成元年）

品種・系統処理ＢＡ濃処理生存

日数度“N）個体数個体数

染色体調査(個体）

6X(8X）６X(8X)＋3X(4X）３X(4X）

１５２２２１０５（Ｏ）２１６
Ｆ-43471 ２５２９２８２１１（４）１５
２３２５２１２１１（３）８

１２２６２６０１２５

巨峰１３２１２１０ユ２０
８３２６２４０８．１６

Ｆ-4346３２１２１２ユ１０（６）１
Ｆ-4349３２８７２５（１）０
Ｆ･4653３２２６１３０１０（２）３

注)①

②

F-4346.F-4347.F-4349＝巨峰×ブロンクスシードレス＝３X
F-4653＝巨峰×甲斐路＝３Ｘ

（）内は３分株によるキメラ個体からの6倍体獲得数

言i夢ii毒i＃
図１巨峰の4X＋８Xキメラ（左）

巨峰の通常4X個体〈右）

図２Ｆ-4347の6X個体の染色体
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